
釧路・根室連携地域「地域づくり推進ビジョン」

我が国を支える食料供給力、雄大な自然を始めとする魅力的な観光資源などの多様なポテンシャルを活か
した、人々が安心して住み続けられる、多様な人材・主体の共創により、輝く「釧路・根室連携地域」

Ⅰ 地域のめざす姿

■ 連携地域の主な施策の方向（今後５年程度）
１ 農林水産業をはじめとする地
域産業の振興

２ 地域資源を活かした交流・関
係人口の創出・拡大

３ 「ゼロカーボン北海道」と豊
かな自然環境が調和する社会の構
築

４ 人流・物流ネットワークの形成と
安全・安心な暮らしを支える災害に強
いしなやかな環境整備の推進

５ 北方領土問題の解決に
向けた世論啓発・環境整備、
北方領土隣接地域の振興

・安全・安心かつ良質な農林水産
物の安定供給に向けた体質強化
・担い手の育成・確保に向けた取
組の促進やＩＣＴなどの新たな技
術の導入推進による生産力の向上
・農林水産物を活用した６次産業
化や高付加価値化、販路拡大への
支援、地域マリンビジョン推進等
による地域産業の活性化
・豊富で良質な農林水産資源など
を活かした食関連事業者の支援な
ど食のブランド化に向けた取組の
展開
・個体数管理等のために捕獲した
エゾシカの有効活用の促進と、地
域ブランド化の推進
・食料供給力の基盤となる道路な
どの物流ネットワークの整備と物
流の効率化に向けた取組の推進
・地域の経済・雇用を支える中
小・小規模企業の振興や担い手対
策の推進

・自然、アイヌ文化、食など、地
域が有する観光資源の連結・融合
やシーニックバイウェイ、日本遺
産などの広域的な取組を活かした
着地型・滞在型の観光地づくりの
推進
・道東自動車道の延伸や新たな航
空路線の就航を踏まえた広域観光
の推進
・アドベンチャートラベル、ガス
トロノミーツーリズム等の推進と
外国人観光客受入体制の整備
・冷涼、少雪好天な気候特性を活
かした長期滞在や地域外の学生等
との交流促進による移住・定住、
二地域居住等の推進

・計画的な造林や間伐などの森林
整備、藻場造成等のブルーカーボ
ン等によるＣО₂吸収量の確保な
ど吸収源対策の推進
・自然環境・景観との調和、地域
との共生に留意しつつ、地域の特
性を活かしたバイオマス、太陽光、
地熱など再生可能エネルギーの導
入促進とエネルギーの地産地消の
推進
・釧路湿原等のラムサール条約湿
地を始めとする、豊かな自然環境
の保全・再生の取組の推進
・知床世界自然遺産や国立・国定
公園、道立自然公園など特色ある
豊かな自然環境の保全と利用の促
進
・国内唯一の坑内掘炭鉱の保安の
確保とＣО₂坑内埋め戻し技術の
促進

・鉄道やバス、高規格道路や国際物流
ターミナルなど、地域の生活と産業を
支える交通ネットワークの維持・確保
及び充実
・産業の基盤となる道路などの物流ネ
ットワークの整備と物流の効率化に向
けた取組の推進
・あらゆる世代における生活・移動の
質の向上を図るモビリティの普及促進
・地震や津波、火山、大雨などに対す
る防災体制及び施設の充実・強化
・森林保全や山地災害防止等のための
地域環境に配慮した治山事業の推進
・地域のインフラを支える建設業の生
産性と魅力向上による担い手確保等の
取組の推進
・地域医療と保健・福祉の充実、妊
娠・出産、子育てなど各ライフステー
ジにおける支援の推進
・若者、女性、高齢者・障がい者など
誰もが暮らしやすい地域づくりの推進

・北方領土隣接地域の振興
・北方四島交流等事業の推
進
・北方領土問題の啓発活動
や返還要求運動の後継者育
成の推進

〈概ね２０３４年度(※)の地域のめざす姿を示しています。〉※北海道総合開発計画及び北海道総合計画の推進期間

・我が国最大の酪農地帯の礎となる広大な草地を活かした農業、豊富な森林資源を背景とした林業、有数の漁場を有する漁業など、農林水産業の振興を図る
とともに、管内の地域資源を活かした関連産業の振興を推進します。

・知床世界自然遺産をはじめとした雄大で魅力ある自然や文化、食などの地域資源を活かした観光の振興や関係人口の創出・拡大の取組を推進します。
・自然環境・景観との調和、地域との共生に留意しつつ「ゼロカーボン北海道」の実現に向けた取組を推進します。
・生産空間を支える人流・物流ネットワークの形成、巨大地震・津波及び激甚化する自然災害への対策等を進め、誰もが安全・安心に暮らせる災害に強いし
なやかな地域づくりを目指します。

・我が国固有の領土である北方領土の早期返還に向けた取組を推進するとともに、北方領土隣接地域の振興を図ります。
・デジタル化など急速に進む社会変化の要素も取り入れながら、官民の垣根を越えた多様な人材・主体の共創による地域づくりを進めていきます。
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